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（2）移行対象研究の問題点   
しかし，移行対象研究が進むにつれて，移行対象の同定基準と移行対象発現率の文化差が問題  
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ろう。   
これまでの精神分析的発達理論では，乳児期早期においては，乳児は刺激障壁stimulus  
barrier（Freud，S．1920）によって，外界の刺激から守られており，他者とのかかわり合いの世  
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2）Stern（1985）は，中核かかわり合いの領域では，「制御」，問主観的かかわり合いの領域では「調   
律」という語を用いている。  
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